
 
 
 
 
 
 

 
 
初夏の風を受けて運動会実施！          校 長  藤 田 洋 子  

５月２７日（土）の運動会では、多くの皆さまの応援を受け、元気いっぱいに演技をすることができまし

た。３年ぶりの入場制限を設けない運動会、いかがでしたでしょうか。

４月からリレーの練習は始まっていましたが、本格的には５月１６日

からでした。限られた時間の中での取り組みの中で、子どもたちも最

後の最後まであきらめず、精一杯頑張ってくれたと思います。特に４

年生以上は、委員会の仕事や応援団、そして自分たちの演技と、同時

にいくつもの役割を果たし、この２週間は隙間の時間を見つけてはセ

リフの練習や詳細の打ち合わせを行ってきました。人数の少なさは

様々な場面で子どもたちの負担を増やしてしまいますが、それでもで

きる限りのことがしたいと、本当に一生懸命に取り組んでくれまし

た。週末には iPad を持ち帰り、南中ソーランの練習にも励んだので

はないでしょうか。少しでも良いものにしようと、直前に南中ソーラ

ンの移動や隊形を変更したので、戸惑った子もいたことでしょう。疲

れて途中であきらめそうになった子もいたかも知れません。それでも

最後までやり切れたのは本人の想いと保護者の皆様の励ましのおか

げであると思っています。ありがとうございました。また、今年度の

実施に当たり、２０日（土）には奉仕作業をお世話になりました。き

れいに整った環境で気持ちよく取り組みができましたことに心より

感謝申し上げます。さらに今年の取り組みで本庄幼稚園と合同開催の運動会は終了となります。５年生は練

習の時からとても楽しんで園児との演技をしてくれていました。今後、新しいこども園との連携をどのよう

に行うか、検討していきたいと思っています。 

 

６月７日は創立記念日です 
学校沿革史をたどると「明治34年6月7日、本校ヲ廃シ本庄尋常高等小学校ニ合併ス」とあります。 

昭和29年の講堂落成創立５０周年記念の「せんだん」（広報誌）に「『50年前の面影を残すものは、校庭

のせんだんの木、松の木、井戸』と或るご老人がおっしゃった」との記述がありました。そこで、沿革史を

読み返すと、明治34年10月9日のところに、「各大字より村毎に樹裁（校内運動場）」とありました。こ

こには何の木か記載はありませんが、おそらくこれがせんだんの木だと思われます。本校の校木はせんだん

です。なぜ、せんだんの木が選ばれたのかは不明ですが、「栴檀
せんだん

は双葉
ふたば

より芳
かんば

し」ということわざから選ば

れたのかもしれませんね。 

脈々と受け継がれて122年。しかし実は、教育施設としては慶応元年（１８６５年）4月、勝谷に勝本彦右

ヱ門氏の発起により寺子屋式教育が始まっているそうです。全国に学校を設立することが示された明治 5年

の「学制」の公布よりも前に教育の大切さを訴えた人が本庄にいたということです。なぜ、学ぶことが大切

なのか、何を学ぶのか、しっかりと考えていきたいです。 

  学力向上指導改善プランについて 
 昨年度末に配布しました「学校評価アンケートの結果のお知

らせ」において子どもたちの日常生活や学習に関しては、保護

者ならびに地域の皆様のご協力を得て、おおむね良好な状態で

あることをお知らせいたしました。しかし、全国学力学習状況

調査の結果には語彙力や考えをまとめる力の弱さなどの課題が

見受けられます。また、学校評価アンケートの結果においても

宿題の習慣化は認められるものの、自主学習についての記述は

少なく、「自分なりに考え、工夫しながら学習するまでには至っ

ていない」といった課題もあります。そういった点を踏まえ、今年度は以下の

とおり学力の向上に向けて取り組んでまいります。なお、詳細につきましては学校ホームページに掲載して

おりますので併せてご確認ください。 

 ★基礎基本の定着        反復練習のためのドリルパークの積極的な活用、朝学習時間の充実 

★思考を深める授業の展開    個人で考える→ペアで考える→全体で考え深める 

★ICT機器の活用         定期的なiPadの持ち帰りによる家庭学習の充実 

                プレゼンテーションツールとしての活用を通して表現力の向上 

★想像力、語彙力の向上     本庄っ子家庭読書の日の設定（毎月２３日またはその前後） 

                読書通帳（1冊につき100冊）読破児童の表彰 

                日記、「やさしさとがんばりの掲示板」での日常的な取り組み 

★家庭学習時間の充実      「本庄っ子学びの応援団」の活用 

                家庭学習時間の設定：低学年３０分、中学年４５分、高学年１時間 

                自主学習の全学年での実施、お手伝いによる自己有用感の醸成 

★教師の授業力の向上      講師を招聘した校内授業研究会の実施 

★小中の連携          連携連絡会を通して、課題および目指す児童生徒像の共有 

 

～～お知らせ～～  

学校電話の「自動音声応答メッセージ」について 
昨年度より電話の自動音声応答メッセージが導入されています。本庄小の運用時間帯は以下の通りです。 

  平   日  １７時００分～翌朝７時４５分 
  土 日 祝  終日（学校行事等で登校日となっている日は児童下校時刻以降） 
  長期休業  １６時４５分～翌朝８時１５分 
  学校閉庁日（８月１３日～１５日、１２月２９日～１月３日）終日 
・学校からの着信があった場合、１７時以降に折り返しの連絡をしていただく必要はありません。 
・連絡が必要な場合は、学校から再度連絡いたします。（１７時以降に連絡する場合もございます。） 
・別紙、「三田市立学校教職員の勤務時間適正化に向けた取組について」もご確認ください。（5月31日配付） 

 

 

 

令和５年度 ６月号 

三田市立本庄小学校 

本気で学ぶ 丈夫で 心豊かな 本庄っ子 

（１年生の学習風景・算数） 

（団長による選手宣誓） 

（幼稚園・5年生のなかよしバルーン） 

１年生の学年目標が、「おうえんして、さいごまで 
がんばる１ねんせい」になりました。 


